
 つばさ１組 道徳科学習指導案 
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１ 主題名  れいぎ正しく 

２ 教材名  「小さなできごと」＜出典：光文書院＞ 

３ 主題構成表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ねらい 

迷惑をかけてしまった相手に謝る主人公の思いや、迷惑をかけられたおばさんの気持ちを考える活動を通

して、心を形に表して伝えると、誰もがよい気持ちになることに気付き、礼儀正しく生活をしていこうとす

る意欲を育てる。 

 

■ 内容項目 Ｂ 礼儀 
気持ちのよい挨拶、言葉遣い、

動作などに心掛けて、明るく接す

ること。（第１・２学年） 

礼儀の大切さを知り、誰に対し

ても真心をもって接すること。 

（第３・４学年） 

■ 価値の分析 
・礼儀は、相互の心を明るくし、人

と人との結び付きをより深いもの

にするためのものであり、習慣の

形成が大切である。 
・礼儀は相手を思いやる気持ちから

生まれる行動である。礼儀正しい

行為をすることで、自分も相手も

気持ちよく過ごすことができる

が、心と形が一体となって表れて

こそ相手に気持ちを伝えることが

できる。 
・礼儀は人との関わりを豊かにし、

日常生活を円滑に過ごすことにつ

ながる、生きる上で必要なもので

ある。 
 

■ 研究内容に関わって 

〈Ⅱ－②多面的・多角的な考えや多様な感じ方を引き出し、人間理解、他者理解、価値理解、自己理解を促す発問の工夫と精選〉 

主人公の行動の価値に迫らせるため、対教師の役割演技を行う中で「どんなことに気を付けて謝ったの

か」を問う。また、「どうして気を付けたのか」と問うことで、礼儀の一つである「謝る」という行為の

価値を理解できるようにする。 

〈Ⅱ－③自己の生き方について、考えを深める展開後段・終末の工夫〉 

役割演技を通して、礼儀正しくすると誰もがよい気持ちになることに気付かせる。その上で児童の写真

を使い、礼儀正しくできたことに焦点を絞って振り返りを行い、これからの実践意欲を高められるように

する。 

■ 教材の分析 
・乗っていたバスが不意に止まっ

て、手すりをつかんでいなかっ

た主人公は、見ず知らずのおば

さんの足を踏んでしまう。おば

さんに謝るか、黙ったままでい

るか迷ったが、相手のことを考

え、勇気を出して謝ることがで

きたという話である。 

・主人公の視点から、わざとでは

なくても、人に迷惑をかけてし

まったときの心の迷いや葛藤に

共感することができる。また、

母親の言葉やおばさんの表情か

ら、礼儀正しく行動することを

選んだ主人公の価値に気付くこ

とができる。 

・「どんなことに気を付けて謝ると

よいか」「それはどうしてか」な

どと問うことで、礼儀とは相手

を思いやる気持ちから生まれる

行動であることに気付かせるこ

とができる。 

■ 内容項目から見た児童の

実態（意識） 

Ａ挨拶や返事などを明るく

することができるが、習慣

として身に付いていない。 

Ｂ礼儀正しくすることは大

切だと理解している。しか

し、相手の気持ちを考える

ことが難しいため、相手に

伝わらない。 

Ｃ礼儀正しく過ごし、相手の

気持ちを考えようとする

ことができる。しかし、誰

に対してもできているわ

けではない。 

 

■ 意識の要因 
・教師や大人に褒められた

いために礼儀正しくして

いる。 

・発達段階が異なり、相手

の気持ちを理解すること

がまだ難しい。 

・礼儀を年齢の上下で捉え

る傾向がある。 



 



４ 学習指導過程 

過程 

学習内容と主な発問 留意点・支援 

期待する反応 期待する反応 期待する反応 

Ａ 話の内容理解することが

難しい。 

Ｂ 多面的な考え方をするこ

とが難しい。 

Ｃ 自分の思いを言葉に

することに時間がかかる。 

 
導
入 
 
 
 
 
 
 
展
開 
前
段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開
後
段 

終
末 

１ 礼儀正しくするとはどのようなことか考える。 

・挨拶をする。 ・丁寧な言葉遣いをする。 ・目を見て話す。 

２ 課題を把握する 

 

 

〇資料を範読する 

 

３ 資料「小さなできごと」を読んで話し合う。 

〇おばさんの足を踏んでしまったときに、私が下を向いてしま

ったのはどうしてかな。 

・怒られると思った。 ・おばさんの顔が怖い。 

・悪いとは思っているけど、恥ずかしい。  

・黙っていれば分からないかも。 

◎私はどのように謝ったのかな。やってみよう。  

・「ごめんなさい。」と言う。  

・「踏んでしまってごめんなさい。」と謝る。 

・相手の目を見て話す。 

・礼をした方が気持ちが伝わる。 

〇どうしてわたしは、すっきりした気持ちになったのかな 

・礼儀正しく謝れたから。 ・気持ちが伝わったから。 

・勇気を出して謝ることができたから。 

 

 

 

 

４ 自分とつなげる 

○今日の学習では、礼儀正しくすることのよさについて学習し

ましたね。写真を見て、自分のことを振り返りましょう。 

５ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

 

 

・場面の絵を黒板に貼りながら、あらすじを知

らせる。 

・紙芝居を使って話の内容に浸らせる。 

・おばさんの表情や私の心の中を視覚化する。 

・下を向いた理由を考える活動を通して、

私の気持ちに共感させる。 （人間理解） 

 

 

・役割演技を行いながらお母さんが言って

いた「ちゃんとあやまる」ということの

意味や「どこを意識して謝ったのか」を

問うことで価値理解を深める。 

（価値理解） 

・謝るという行為のもとにある思いを明ら

かにすることで価値理解を深める。ま

た、必要に応じておばさんの気持ちを捉

えることができるように役割演技を行

う。          （価値理解） 

・表情や心の中の変化を視覚化し、最初の

表情と比較することで、その行為の値打

ちを感じさせる。     （価値理解） 

・礼儀正しくできたことに焦点を絞り、振

り返りを行う。 

・児童一人一人のよさを価値付ける。 

 

 

 

 

 

・話の内容を大まかに理解す

ることができる。 

 

 

・わたしが下を向いた理由が

分かる。 

 

 

・役割演技を通して、わざと

ではなくても謝ることがで

き、それがよいと感じるこ

とができる。 

・礼儀正しくすると、みんな

がよい気持ちになることが

分かる。 

 

 

 

・自分の生活を振り返ること

ができる。 

 

 

 

 

 

・話の内容を理解することが

できる。 

 

 

・わたしが下を向いた理由を

話の内容から想像すること

ができる。 

 

・役割演技を通して、謝ると

きには気持ちを込めて謝る

ことがよいと感じることが

できる。 

・自分も周りの人もよい気持

ちになることに気付くこと

ができる。 

 

 

 

・自分の生活を振り返り、意

欲を高めることができる。 

  

 

 

 

 

 

・話の内容を理解すること

ができる。 

 

 

・わたしが下を向いた理由

を話の内容から想像す

ることができる。 

 

・役割演技を通して、礼儀

正しくすると自分の気

持ちが伝わることや礼

儀正しくすることのよ

さに気付くことができ

る。 

・自分も周りの人もよい気

持ちになることに気付

くことができる。 

 

・自分の生活を振り返り、

意欲を高めることがで

きる。 

 

れいぎただしくすると、どんなよいことがあるのかな。 

れいぎただしくすると、じぶんのきもちがつたわり、みんな

よいきもちになる。 


